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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】平成28年6月23日(2016.6.23)

【公表番号】特表2015-520808(P2015-520808A)
【公表日】平成27年7月23日(2015.7.23)
【年通号数】公開・登録公報2015-046
【出願番号】特願2015-510400(P2015-510400)
【国際特許分類】
   Ｄ０６Ｌ   1/22     (2006.01)
   Ｄ０１Ｆ   6/60     (2006.01)
   Ｄ０２Ｇ   3/04     (2006.01)
   Ｄ０３Ｄ  15/12     (2006.01)
   Ｄ０３Ｄ  15/00     (2006.01)
   Ａ４１Ｄ  13/00     (2006.01)
   Ａ４１Ｄ  31/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０６Ｌ    1/22     　　　　
   Ｄ０１Ｆ    6/60     ３７１Ｆ
   Ｄ０２Ｇ    3/04     　　　　
   Ｄ０３Ｄ   15/12     　　　Ｚ
   Ｄ０３Ｄ   15/00     　　　Ａ
   Ａ４１Ｄ   13/00     　　　Ｊ
   Ａ４１Ｄ   31/00     ５０１Ｈ
   Ａ４１Ｄ   31/00     ５０２Ａ
   Ａ４１Ｄ   31/00     ５０３Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成28年4月27日(2016.4.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アラミド繊維又はアラミドフィラメントにおける１つ以上の残留物の含有量を低減する
方法であって、
ａ．前記アラミド繊維又は前記アラミドフィラメントを、２～７の範囲のｐＨに調整した
抽出溶液に導入する工程と、
ｂ．前記抽出溶液と、前記アラミド繊維又は前記アラミドフィラメントを、８０℃～１４
０℃の温度に調整する工程と、
ｃ．前記抽出溶液から前記アラミド繊維又は前記アラミドフィラメントを取り除く工程と
、
ｄ．前記アラミド繊維又は前記アラミドフィラメントを、２～７の範囲のｐＨに調整した
第１のリンス液（洗剤を含んでもよい）に導入する工程と、
ｅ．前記第１のリンス液と、前記アラミド繊維及び前記アラミドフィラメントを、７０℃
～１００℃の温度に調整する工程と、
ｆ．前記第１のリンス液から前記アラミド繊維又は前記アラミドフィラメントを取り除く
工程と
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をこの順序にて含み、
前記抽出溶液は０～４０ｇ／ｌの塩成分と、０～４０ｇ／ｌの担体成分とを含む水溶液で
あり、且つ、
前記塩成分及び前記担体成分の合計は、２０ｇ／ｌ～８０ｇ／ｌである、方法。
【請求項２】
　前記アラミド繊維又は前記アラミドフィラメントは、メタ－アラミド繊維又はメタ－ア
ラミドフィラメントである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　０．１重量パーセント未満のオルト－ジクロロベンゼンを含み、前記メタ－アラミド繊
維又は前記メタ－アラミドフィラメントは、乾式紡糸によって得られる乾燥した結晶性メ
タ－アラミド繊維又はメタ－アラミドフィラメントである、請求項２に記載の方法によっ
て得られるメタ－アラミド繊維又はメタ－アラミドフィラメント。
【請求項４】
　０．１重量パーセント未満のＮ－メチル－２－ピロリドン又はＮ，Ｎ－ジメチルアセト
アミドを含み、前記メタ－アラミド繊維又は前記メタ－アラミドフィラメントは、乾式紡
糸によって得られる乾燥した結晶性メタ－アラミド繊維又はメタ－アラミドフィラメント
である、請求項２に記載の方法によって得られるメタ－アラミド繊維又はメタ－アラミド
フィラメント。
【請求項５】
　請求項３又は４に記載のメタ－アラミド繊維又はメタ－アラミドフィラメントと、少な
くとも１つの静電気防止繊維とを含む糸条。
【請求項６】
　請求項３又は４に記載のアラミド繊維又はアラミドフィラメントを含む、熱、火炎、及
びアークに対して耐性のある衣服。
【請求項７】
　請求項３又は４に記載のアラミド繊維又はアラミドフィラメントを含む、熱、火炎、及
びアークに対して耐性のある布地。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　表２から分かるように、本発明のプロセスに従ってアラミド繊維を処理することによっ
て、約１０倍を超えて、オルト－ジクロロベンゼン（ＯＤＣＢ）の含有量が低減すること
になる。
　本発明のまた別の態様は、以下のとおりであってもよい。
〔１〕アラミド繊維又はアラミドフィラメントにおける１つ以上の残留物の含有量を低減
する方法であって、
ａ．前記アラミド繊維又は前記アラミドフィラメントを、２～７の範囲のｐＨに調整した
抽出溶液に導入する工程と、
ｂ．前記抽出溶液と、前記アラミド繊維又は前記アラミドフィラメントを、８０℃～１４
０℃の温度に調整する工程と、
ｃ．前記抽出溶液から前記アラミド繊維又は前記アラミドフィラメントを取り除く工程と
、
ｄ．前記アラミド繊維又は前記アラミドフィラメントを、２～７の範囲のｐＨに調整した
第１のリンス液に導入する工程と、
ｅ．場合により洗剤を含む工程と、
ｆ．前記第１のリンス液と、前記アラミド繊維及び前記アラミドフィラメントを、７０℃
～１００℃の温度に調整する工程と、
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ｇ．前記第１のリンス液から前記アラミド繊維又は前記アラミドフィラメントを取り除く
工程と
をこの順序にて含み、
前記抽出溶液は０～４０ｇ／ｌの塩成分と、０～４０ｇ／ｌの担体成分とを含む水溶液で
あり、且つ、
前記塩成分及び前記担体成分の合計は、２０ｇ／ｌ～８０ｇ／ｌである、方法。
〔２〕ｈ．前記アラミド繊維又は前記アラミドフィラメントを、２～７の範囲のｐＨに調
整した第２のリンス液に導入する工程であって、場合により洗剤を含んでもよい工程と、
　ｉ．前記第２のリンス液と、前記アラミド繊維及び前記アラミドフィラメントを、１０
℃～７０℃の温度に調整する工程と、
　ｊ．前記第２のリンス液から前記アラミド繊維又は前記アラミドフィラメントを取り除
く工程と、
　を更に含む、前記〔１〕に記載の方法。
〔３〕アラミド繊維及びアラミドフィラメントの抽出溶液に対する液体比が、１：１～１
：１８０である、前記〔１〕又は〔２〕に記載の方法。
〔４〕前記塩成分及び前記担体成分の合計が、２０ｇ／ｌ～６０ｇ／ｌであるという条件
で、前記液体比が、１：１～１：２０である場合、前記抽出溶液は、０～２０ｇ／ｌの範
囲の量の前記塩成分と、２０～４０ｇ／ｌの範囲の量の前記担体成分とを含む、前記〔１
〕又は〔２〕に記載の方法。
〔５〕前記塩成分及び前記担体成分の合計が、２０ｇ／ｌ～６５ｇ／ｌであるという条件
で、前記液体比が、１：２０～１：１８０である場合、前記抽出溶液は、２０～４０ｇ／
ｌの範囲の量の前記塩成分と、０～２５ｇ／ｌの範囲の量の前記担体成分とを含む、前記
〔１〕又は〔２〕に記載の方法。
〔６〕前記抽出溶液は、３～５の範囲のｐＨに調整される、前記〔１〕～〔５〕のいずれ
か一項に記載の方法。
〔７〕前記アラミド繊維又は前記アラミドフィラメントは、メタ－アラミド繊維又はメタ
－アラミドフィラメントである、前記〔１〕～〔６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔８〕０．１重量パーセント未満のオルト－ジクロロベンゼンを含み、前記メタ－アラミ
ド繊維又は前記メタ－アラミドフィラメントは、乾式紡糸によって得られる乾燥した結晶
性メタ－アラミド繊維又はメタ－アラミドフィラメントである、前記〔７〕に記載の方法
によって得られるメタ－アラミド繊維又はメタ－アラミドフィラメント。
〔９〕０．１重量パーセント未満のＮ－メチル－２－ピロリドン又はＮ，Ｎ－ジメチルア
セトアミドを含み、前記メタ－アラミド繊維又は前記メタ－アラミドフィラメントは、乾
式紡糸によって得られる乾燥した結晶性メタ－アラミド繊維又はメタ－アラミドフィラメ
ントである、前記〔７〕に記載の方法によって得られるメタ－アラミド繊維又はメタ－ア
ラミドフィラメント。
〔１０〕前記〔８〕又は〔９〕に記載のメタ－アラミド繊維又はメタ－アラミドフィラメ
ントと、少なくとも１つの静電気防止繊維とを含む糸条。
〔１１〕前記〔８〕又は〔９〕に記載のアラミド繊維又はアラミドフィラメントを含む、
熱、火炎、及びアークに対して耐性のある衣服。
〔１２〕前記〔８〕又は〔９〕に記載のアラミド繊維又はアラミドフィラメントを含む、
熱、火炎、及びアークに対して耐性のある布地。
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